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【請　願　趣　旨】
ご承知にように2017年4月初めに「愛知県の水道」（2016）が公表されました。これにより2015年度（豊川水系フルプランの目標年度）の豊川水系の上水道の供給実績が確定し、設楽ダム計画の根拠（フルプランの需要予測）が過大であったことが明らかになりました。

過去の東三河水道用水の給水実績を見ると（別紙グラフ）、日最大給水量は平成12年ころ、日平均給水量は平成19年ころ、を境に減少傾向に入ってきており、長期的な人口減少の予測と合わせて判断すれば、今後とも水需要が増える可能性はありません。

日最大給水量、日平均給水量の双方の実績値ともに、想定された近2／20渇水年における供給可能量（既設水源の計画供給量の62％）を有意に下回っており、新しい水源開発の必要がないことは明らかです。

なお、日本政策投資銀行の試算によると、全国的にも、水需要の減少や老朽施設の更新のために今後30年間で水道料金は6割の値上げが必要だとされています。

（参照）「水道事業の将来予測と経営改革」

　　　　　http://www.dbj.jp/ja/topics/region/industry/files/0000026827_file2.pdf
開発の必要がないにもかかわらず、設楽ダムという巨大な水源施設を建設すれば、将来世代が支払う水道料金がいっそう増えることは確実です。設楽ダムは豊川下流域の水害対策に大した意味を持っていません。そのうえ、巨大ダム事業は豊川流域と三河湾にまで深刻な環境影響を及ぼします。以上を踏まえて以下の請願をいたします。

【請　願　事　項】
１　愛知県は水道用水の取水権設定を白紙に戻し、設楽ダム事業から撤退すること。
